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◇「物流研結成に火と燃えた七人の侍」 

元物流研議長・東ト協壮年部初代本部長 二科 充弘［中央物流㈱］

 
 ロジ研（当初、物流研究会議（略称物流研）次いで壮年部となり現

在ロジ研）が発足して早や２０年を数えると言う。心からお祝いを申

し上げます。 
 物流研議長を務めた私としては、只々感無量です。そして脳裏に浮

かぶのは、この組織結成に集まった七人の侍の火と燃えた情熱でし

た。鈴木憲興・橋場之廣・結城幸彦・瀬尾君雄・平岡祐介・小俣照雄

の錚々（そうそう）たる各氏と私です。 
 当時の故鈴木元徳東ト協会長は「企業繁栄と協会発展の根元は人材

育成にある」と断じ、あらゆる協力援助を惜しまず、青年部結成に続

いて一日も早い壮年層の組織化を望んでおり、その結成準備に参集し

たのが七人の侍でした。 
 週に２～３回、時には連日、夜間、協会本部に寄って喧々諤々の論

議を重ね無事物流研を発足させたのです。特筆すべきは研修活動を政

策提言と言う形にまとめ上げようとしたことです。その提言の第二号

はなんと「高速道路料金の大幅引き下げ」でありました。かつて道路

公団の民営化をめぐり、世論が沸騰した遙か以前にその議論を交わし

た事を思うと、物流変革の激流に真剣に立ち向かった若き日の姿とと

もに、誇らしい心のたかぶりをおぼえます。 
 さて、世界の自動車産業界の雄「トヨタ」は、今もなお改善改革に

余念なしという、私達の物流業界も課題山積、これに対応する政策提

言への期待は高まっております。 
 ロジ研の今後のご発展、ご活躍を心より祈ります。 
 

◇壮年部長随想リレー  城東支部 西野 毅 ［㈱誠和］ 

「距離別料金は料金値上げの隠れ蓑」 
 

 首都高速の距離別料金「パッと開くと」利用距離の長短関係なく一

律料金は不公平感があり、この考え方は理に適っている様に思えたが

内容を見ると、ただの大幅料金値上げじゃないですか？ 

 実態から視て、出入口１区間￥４００、２～３区間までが安くなる

が、この区間だけで利用している車両がどれだけあるのか？実際にそ

れ以上の移動に利用価値があり、主要有料道路間を都心の一般道を走

らさずに結ぶ為のバイパスであり、皇居を中心に点在する繁華街を避

けて行ける事がメリットで、その利用料が７割も上がれば利用できる

車両は一部の車だけ、今まで首都高を利用していた大半の車が一般道

を走ることを想像すると、「交通事故の増加・渋滞による排気ガスの

増加」に繋がるだけ。 

「利用者と環境への配慮」なんって本気で言っているとしたら「ハァ

ー・開いた口がふさがらない」 

ハッキリ言ってよ！首都高速道路(株)さん「実需を人質に捕った、事

実上の値上げです」って！ 

３割利用が減っても７割料金を上げれば実質２割の値上げです。 

一律￥７００を￥８５０に値上げした効果があるんです。「そうしな

いと４５年で債務償還が出来ないんです。」と言った説明も有るよう

ですが、そんな半世紀も先の話をされても年金問題の最中に又です

か！ 

次の東京オリンピックが実現するとすれば！その頃には首都高速の

無料通行も実現する筈だったのでは？ 

 
《百文字のひろば》 
「養蜂家とトラック」 多摩支部 清本 秋男［武蔵野運送㈱］ 

 養蜂箱を運ぶ仕事をしています。春には鹿児島でレンゲを、５月に

は富山でトチを、６月には北海道に渡りアカシアの蜜を採取するそう

だ。１０T平ボディーに６００箱の養蜂箱を満載し１０月上旬まで採

取を続けその後鹿児島まで戻る。業界を取巻く環境は厳しいものがあ

るが、蜂を運ぶ時ほっとする思いがします。 

《百文字のひろば》 

「チャリティーゴルフ大会」 足立支部 山田 正信［㈱森田商運］

 １２月２日(日曜) 足立支部青年部の主催でチャリティーゴルフ大会

が開催されます。 
 場所 千葉県野田市（紫カントリー あやめコース）募集１６０名

会費 5,000 円 プレー費 21,000 円(昼食代含む)  新ぺリア方式（チャ

リティー募金ルール有り） 参加希望の方は早めに連絡を、１６０人の

頂点は圧巻だと思いますよ。 
 
◇特集 

「第２回オープンセミナー」 

研修委員会副委員長 板橋支部 篠﨑 眞 [ ㈱興真運送 ]

 
 １０月１８日（木）１８時から東ト総合会館において麗澤大学名誉教

授文学博士丸山康則氏を講師にお迎えし、「安全・安心とやる気」～や

る気を育てる～をテーマにご講演をいただきました。 
 まず、安全・安心社会を崩すものとして、災害と不慮の事故が考えら

れます。人間のエラー（ヒューマンエラーの心理）としては、既日のリ

ズムやストレス等の個人のエラー、思い込み等の人と人のコミュニケー

ションのエラー、追従行動等の集団・組織のエラー、機器等とのシステ

ムのエラーが考えられ、組織の運営・管理の問題、機械化・システム化

の問題、人間自身の過程の問題により発生していると考えられます。こ

の事により、安全・安心な社会づくりに向かってやる気を高めるには、

個人は、個人として努力し、成長して行くことが必要であり、経営者は、

報告する事の大事さを教えることが必要とした。それにより企業は安全

に強くなり、正しい事をしているという意識が、正義感と柔軟な考えを

生み、みんなが向上することから、やる気を育てる事が重要であるとご

講演頂きました。 
 
◇ロジ研２０年のあゆみ 

 昭和 63 年 2 月 19 日 「東ト協青年部 OB 物流研究会議」発足 

           議長 二科充弘氏 

 平成 2 年 6 月 8 日 名称を「東ト協物流研究会議」に変更 

 平成 5 年 6 月 17 日 名称を「(社)東京都トラック協会壮年部物流 

           研究会議」に変更、支部壮年部の設置 

 平成 5 年 11 月 15 日  ｢(社)東京都トラック協会壮年部」発足 

           本部長 二科充弘氏 

 平成 6 年 5 月   平成６．７年度本部長 橋場之廣氏 

 平成 8 年       平成８．９年度本部長  鈴木憲興氏 

 平成 10 年      平成 10～13 年度本部長 彦田昌昭氏 

 平成 14 年      平成 14．15 年度本部長 竹ノ内実氏 

 平成 16 年      平成 16．17 年度本部長 長井純一氏 

 平成 18 年 6 月 14 日  名称を「(社)東京都トラック協会ロジスティクス

            研究会」に変更 

            本部長 竹内政司 

 
◇お知らせ《行事予定》 
◇正副本部長会議 11 月 8 日(木)18:00～ 於：東ト総合会館 6階 

◇ロジ研 20 周年特別企画 

 ○「第 13 回温故創新セミナー、海外企業視察・交流会」 

 ・日 時 平成 19 年 11 月 21 日(水)～25 日(日) 

 ・テーマ 温故創新「海外で活躍した日本人－山田長政を訪ねて」

        企業視察「現地物流企業視察と交流」 

  ・行 先 タイ「バンコク、アユタヤ他」 

 ○外務省 HP 日タイ修好 120 年記念事業 

  http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/thailand/jpth120/event/index.html 

 ◇青年部ｵｰﾌﾟﾝｾﾐﾅｰ 11 月 26 日（月）18:30～ 於：東ト総合会館 4階

 ◇三組織合同ｾﾐﾅｰ・新年会 2月 7日（木） 


